
健康増進課
東保健センター　〒362‒0015 緑丘2‒1‒27
（母子保健・予防接種）　 774‒1414・ 774‒8188

西保健センター　〒362‒0074 春日2‒10‒33
（成人・精神保健）　 774‒1411・ 776‒7355

休日診療

埼玉県救急電話相談

平日夜間診療
平日夜間・休日診療 

母子保健 東保健センター

成人・精神保健 西保健センター

■不妊検査費・不育症検査費助成事業
夫婦が共に受けた不妊検査・不育症検査で、対象となる検査費用について2万円を上限とし、1組の夫婦

につき各1回限り助成します｡　【申請期限】3月31日㈫　※2月1日～3月31日までに不妊検査・不育症検査の
終期が含まれる場合は、5月29日㈮までです。

■不妊治療費助成事業
特定不妊治療(体外受精・顕微授精)を受けた夫婦に対し、年間5万円を上限に通算5年度まで助成しま

す｡　 埼玉県不妊治療費助成事業の支給決定を受けている夫婦　【申請期限】次の①②のいずれか遅い方
①不妊治療の終期が属する年度内②埼玉県不妊治療費助成事業の決定通知日から60日以内
※詳しくは、東保健センターに問い合わせてください。

産科医療機関の助産師が、参加親子の交流を
図り、育児などに関する相談に対応します。　

3月25日㈬9:30～10:30　 上尾中央総合病院
(柏座1-10-10)　 育児の悩みや困り事のある
産後4～7カ月の母親と子ども　 3月19日㈭ま
でに電話で東保健センターへ

健康増進法の一部改正により、令和元年
7月1日から第1種施設(学校、児童福祉施設、
病院、診療所など)は｢敷地内禁煙｣となり
ました。また、令和2年4月1日㈬からは第2
種施設(飲食店、オフィス、事業所など)が
原則、｢屋内禁煙｣となります。

喫煙は、肺がんをはじめとするがんや心
筋梗塞、脳梗塞などの循環器疾患、慢性気
管支炎などの呼吸器疾患、歯周病など数多
くの疾患の発症に深く関係しています。た
ばこは喫煙者だけでなく、周りの人の健康
にさまざまな影響を及ぼし、受動喫煙は、
家庭や職場の中で、肺がん、虚血性心疾患、
呼吸器疾患などの危険性を増大させます。
また、たばこの煙は、乳幼
児突然死症候群の危険因子
でもあります。

禁煙をして、自分の健康
も、周囲の人の健康も守り
ましよう。

助成金の申請はお済みですか？

禁煙のすすめ

母子・成人・精神保健事業スケジュール
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　各事業についての詳細は『健康カレンダー』または市ホー
ムページをご覧ください。『健康カレンダー』は東・西保健
センター、市役所、各支所・出張所にも置いてあります。

■こうのとり相談(妊活・不妊相談)　3月17日㈫13:15～15:45
【要予約・予約専用電話番号 070-3131-7256】

■にこにこ健康相談会　3月19日㈭9:00～10:00
■10か月児健康相談　3月25日㈬9:00～10:00　 令和元年5

月生まれの子どもと保護者
■フッ素塗布　①3月26日㈭13:15～14:00②4月7日㈫13:15～

14:00　 ①西保健センター②東保健センター　 1,430円
■離乳食教室初期　4月10日㈮10:00～11:10【要予約】　 4

か月児健診を終了した子どもと保護者
■赤ちゃんと アッピータイム　4月20日㈪10:00～11:30【要

予約・4月3日㈮9:00から】　 1か月児健診を終了した1～
3月生まれの乳児と母親　 15組(先着順)

■パパママ教室　4月25日㈯ 9:10～12:10【要予約・4月7日㈫
9:00から】　 令和2年7～10月出産予定の人

■臨床心理士によるこころの悩み相談　3月16日㈪9:15～11:45､
3月25日㈬13:30～16:00､4月13日㈪9:15～11:45【要予約】　
■食事でむりなく脱メタボ塾　3月17日㈫・4月14日㈫14:15

～14:45【要予約】　 食生活を改善したい人
■動いて楽しく脱メタボ塾　3月18日㈬・4月8日㈬13:30～

15:30【要予約】　 40～69歳の運動制限のない人
■精神科医によるこころの健康相談　3月19日㈭13:00～15:00

【要予約】
■統合失調症の家族サロン　3月19日㈭13:30～15:00

●小児科／内科
｢平日夜間及び休日急患診療所｣で行っています。
(緑丘2-1-27東保健センター3階、 774‒2661・ 772‒1353)
【診 療 日】㈪～㈮(㈷を除く)
【受付時間】20：00～21：30

●小児科／内科／外科
｢平日夜間及び休日急患診療所｣(上記参照)で行っています。
【診 療 日】㈰・㈷
【受付時間】9:00～11:30、13:00～15:30

●歯科
｢北足立歯科医師会休日診療所｣で行っています。
(鴻巣市赤見台1-15-23、 048‒596‒0275)
【診 療 日】㈰・㈷
【診療時間】9:30～12:30

　急な病気やけがに関して、看護師の相談員が医療機関を受
診すべきかどうかなどをアドバイスしますので、判断に迷っ
たときは気軽に電話してください。
【相談時間】毎日24時間
【電話番号】 #7119または 048-824-4199(ダイヤル回線、ＩＰ
電話、ＰＨＳを利用する場合)

※広報掲載の後、当番医の変更が生じる場合もあります。各
新聞の埼玉版休日医欄も参考の上、受診してください。

●産科　3月当番医　【診療時間】9：00～12：00、13：00～16：00

平日夜間及び休日急患診療所は、急患の人に応急的診療だけ行
います。慢性疾患の診療やかかりつけ医などと同様の精密検査
などには対応していません。また、投薬は最低日数分になります。

3/1･20 ナラヤマレディースクリニック 771‒0002・ 771‒3922
3/8･22 上尾中央総合病院 773-1111・ 773-7122

3/15･29 ひらしま産婦人科 722‒1103・ 722‒1146

とき　　　 ところ　　　 内容　　　 対象　　　 費用・金額　　　 定員
持ち物　　 申し込み

　自殺に至るまでにはさまざまな困り事を経験します。最初のきっかけは、転職や失業、育児の悩みなど日
常生活で経験することといわれています。困り事ができた時は、早めに誰かに相談しましょう。家族や友人
など周囲の人に相談しにくい時は、保健センターや県鴻巣保健所( 048-541-0249)で相談できます。

3月は自殺対策強化月間

こーらるりーふ
(産後カフェ)

でに電話で東保健センターへ
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健康増進課
東保健センター　〒362‒0015 緑丘2‒1‒27
（母子保健・予防接種）　 774‒1414・ 774‒8188

西保健センター　〒362‒0074 春日2‒10‒33
（成人・精神保健）　 774‒1411・ 776‒7355

休日診療

埼玉県救急電話相談

平日夜間診療
平日夜間・休日診療 

母子保健 東保健センター

成人・精神保健 西保健センター

■不妊検査費・不育症検査費助成事業
夫婦が共に受けた不妊検査・不育症検査で、対象となる検査費用について2万円を上限とし、1組の夫婦

につき各1回限り助成します｡　【申請期限】3月31日㈫　※2月1日～3月31日までに不妊検査・不育症検査の
終期が含まれる場合は、5月29日㈮までです。

■不妊治療費助成事業
特定不妊治療(体外受精・顕微授精)を受けた夫婦に対し、年間5万円を上限に通算5年度まで助成しま

す｡　 埼玉県不妊治療費助成事業の支給決定を受けている夫婦　【申請期限】次の①②のいずれか遅い方
①不妊治療の終期が属する年度内②埼玉県不妊治療費助成事業の決定通知日から60日以内
※詳しくは、東保健センターに問い合わせてください。

産科医療機関の助産師が、参加親子の交流を
図り、育児などに関する相談に対応します。　

3月25日㈬9:30～10:30　 上尾中央総合病院
(柏座1-10-10)　 育児の悩みや困り事のある
産後4～7カ月の母親と子ども　 3月19日㈭ま
でに電話で東保健センターへ

健康増進法の一部改正により、令和元年
7月1日から第1種施設(学校、児童福祉施設、
病院、診療所など)は｢敷地内禁煙｣となり
ました。また、令和2年4月1日㈬からは第2
種施設(飲食店、オフィス、事業所など)が
原則、｢屋内禁煙｣となります。

喫煙は、肺がんをはじめとするがんや心
筋梗塞、脳梗塞などの循環器疾患、慢性気
管支炎などの呼吸器疾患、歯周病など数多
くの疾患の発症に深く関係しています。た
ばこは喫煙者だけでなく、周りの人の健康
にさまざまな影響を及ぼし、受動喫煙は、
家庭や職場の中で、肺がん、虚血性心疾患、
呼吸器疾患などの危険性を増大させます。
また、たばこの煙は、乳幼
児突然死症候群の危険因子
でもあります。

禁煙をして、自分の健康
も、周囲の人の健康も守り
ましよう。

助成金の申請はお済みですか？

禁煙のすすめ

母子・成人・精神保健事業スケジュール
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　各事業についての詳細は『健康カレンダー』または市ホー
ムページをご覧ください。『健康カレンダー』は東・西保健
センター、市役所、各支所・出張所にも置いてあります。

■こうのとり相談(妊活・不妊相談)　3月17日㈫13:15～15:45
【要予約・予約専用電話番号 070-3131-7256】

■にこにこ健康相談会　3月19日㈭9:00～10:00
■10か月児健康相談　3月25日㈬9:00～10:00　 令和元年5

月生まれの子どもと保護者
■フッ素塗布　①3月26日㈭13:15～14:00②4月7日㈫13:15～

14:00　 ①西保健センター②東保健センター　 1,430円
■離乳食教室初期　4月10日㈮10:00～11:10【要予約】　 4

か月児健診を終了した子どもと保護者
■赤ちゃんと アッピータイム　4月20日㈪10:00～11:30【要

予約・4月3日㈮9:00から】　 1か月児健診を終了した1～
3月生まれの乳児と母親　 15組(先着順)

■パパママ教室　4月25日㈯ 9:10～12:10【要予約・4月7日㈫
9:00から】　 令和2年7～10月出産予定の人

■臨床心理士によるこころの悩み相談　3月16日㈪9:15～11:45､
3月25日㈬13:30～16:00､4月13日㈪9:15～11:45【要予約】　
■食事でむりなく脱メタボ塾　3月17日㈫・4月14日㈫14:15

～14:45【要予約】　 食生活を改善したい人
■動いて楽しく脱メタボ塾　3月18日㈬・4月8日㈬13:30～

15:30【要予約】　 40～69歳の運動制限のない人
■精神科医によるこころの健康相談　3月19日㈭13:00～15:00

【要予約】
■統合失調症の家族サロン　3月19日㈭13:30～15:00

●小児科／内科
｢平日夜間及び休日急患診療所｣で行っています。
(緑丘2-1-27東保健センター3階、 774‒2661・ 772‒1353)
【診 療 日】㈪～㈮(㈷を除く)
【受付時間】20：00～21：30

●小児科／内科／外科
｢平日夜間及び休日急患診療所｣(上記参照)で行っています。
【診 療 日】㈰・㈷
【受付時間】9:00～11:30、13:00～15:30

●歯科
｢北足立歯科医師会休日診療所｣で行っています。
(鴻巣市赤見台1-15-23、 048‒596‒0275)
【診 療 日】㈰・㈷
【診療時間】9:30～12:30

　急な病気やけがに関して、看護師の相談員が医療機関を受
診すべきかどうかなどをアドバイスしますので、判断に迷っ
たときは気軽に電話してください。
【相談時間】毎日24時間
【電話番号】 #7119または 048-824-4199(ダイヤル回線、ＩＰ
電話、ＰＨＳを利用する場合)

※広報掲載の後、当番医の変更が生じる場合もあります。各
新聞の埼玉版休日医欄も参考の上、受診してください。

●産科　3月当番医　【診療時間】9：00～12：00、13：00～16：00

平日夜間及び休日急患診療所は、急患の人に応急的診療だけ行
います。慢性疾患の診療やかかりつけ医などと同様の精密検査
などには対応していません。また、投薬は最低日数分になります。

3/1･20 ナラヤマレディースクリニック 771‒0002・ 771‒3922
3/8･22 上尾中央総合病院 773-1111・ 773-7122

3/15･29 ひらしま産婦人科 722‒1103・ 722‒1146

とき　　　 ところ　　　 内容　　　 対象　　　 費用・金額　　　 定員
持ち物　　 申し込み

　自殺に至るまでにはさまざまな困り事を経験します。最初のきっかけは、転職や失業、育児の悩みなど日
常生活で経験することといわれています。困り事ができた時は、早めに誰かに相談しましょう。家族や友人
など周囲の人に相談しにくい時は、保健センターや県鴻巣保健所( 048-541-0249)で相談できます。

3月は自殺対策強化月間

こーらるりーふ
(産後カフェ)

でに電話で東保健センターへ
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